
— 　 —�

◇秋学期学年末試験のための
休日開館について

　学年末定期試験の実施に伴い、
図書館では試験期間の二週間（１月８日㈫～１月28
日㈪）を試験期間体制として、日曜・祭日も開館し閲
覧業務を次のようにおこないます。
　平　日　開館時間　９：00 ～ 20：00
　土　曜　開館時間　９：00 ～ 17：00
　日・祝　開館時間　９：00 ～ 17：00
　　【１月 13 日・14 日・20 日・27 日】

◇春休み特別貸出について【在学年次生対象】
･１月22日㈫から開始します。
･返却期限は４月21日㈪になります。
･延長はできません。　　　　　
･雑誌は１日のみ
･CDなどの音声資料は１週間
※�返却期限日が１月21日㈪から２月18日㈪の本を延

長する場合は本を持ってきてください。本がない
と手続できません。

◇卒業年次生に春休み特別貸出をおこないます。
・１月22日㈫から開始します。
・貸出冊数は５冊までです。
・返却期限は３月10日㈪です。
※�必ず３月10日㈪までに全ての資料を返却してくだ

さい。

通常貸出通常貸出

◇図書推薦票について
　図書館では、学生の皆さんが必要とする図書など
について購入希望を受け付けています。希望する図
書があれば「図書推薦票」に必要事項を記入し、カウ
ンターに提出してください。選書委員会で検討し
たうえ、購入の可否を図書館入口掲示板でお知らせ
します。「図書推薦票」はカウンターおよび投書箱の
横にあります。

　編集委員
　小田切良友（委員長）、北原恵美子、清水暁美

【編集後記】
　近年資料の電子化の勢いはとどまることを知らな
い。今号でも紹介した電子ジャーナルをはじめとし
て、徐々に出版点数が増えている電子ブック、大学の
紀要類などを電子化する機関リポジトリという取り
組み、以前からあるオンライン小説や急速に若者を
中心に拡がりを見せているケータイ小説というジャ
ンルもある。一読者としては紙の上に書かれたもの
がディスプレイや携帯電話の画面に映し出されるも
のに変わっただけといえなくもないが、図書館で働
く身としては、将来的にはサーバーを備えた小ぢん
まりとした事務室と学内に点在する端末や自宅のパ
ソコンだけで事足りてしまい、建物としての図書館
は消滅してしまうのではと一抹の不安を覚えるので
ある。（お）
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　私にとって大学の図書館は、学部学生時代、様々な
実習でレポートを作成する際に先生の講義に加えて
周辺の情報を得るために必要な場所でした。その後、
大学院に入学し研究に携わるようになってからは、
図書館に備えられている研究に関連した学術雑誌に
定期的に目を通して世の中でどのような研究が行わ
れ、どのような新しい知見が報告されているか、常に
眼を開いて情報をキャッチする場となり、手を動か
して必要な事柄を書きとめるという非常に活動的な
場でありました。周囲の学生や先生方も皆同様に、忙
しく雑誌を探し、コピーをして去っていくというあ
る意味慌しい雰囲気の場でした。
　20年ほど前ポスドクとして3年余り過ごしたYale
大学においても、私が所属していましたdepartment
のある12階建てのビルの地下フロアには生命科学
に関連する蔵書や学術雑誌が備えられ、medical 
schoolのあるエリアに設置された図書館にも基礎医
学から臨床医学まで20世紀始めのものから最新のも
のまであらゆる書籍や学術雑誌が備えられていま
した。ここでも私がそれまで経験したと同じような
活動的な雰囲気、すなわち、人々は懸命に書籍や学
術論文を読み、盛んに脳細胞を活性化させているよ
うに見受けられました。しかしながら、大学本部に
ある図書館は私がそれまで知っている大学の図書
館のイメージを大きく変えるものでした。Sterling 
Memorial Libraryと名づけられたその場所は多く

の学部学生、ポスドクな
どの研究者、教員、誰でも
利用できるのですが、そ
の内部の落ち着いたそし
てある意味荘厳な雰囲気
は、その場にいる誰もが
学問に敬意を払うような、
学問をすることが当然と
思わせるようなところでした。人々はそこに椅子に
座り、目の前の書棚と対峙し、手元には本があっても
なくても、研究に関連したことであってもなくても、
じっくりと考えを深めることができるのです。それ
まで私の経験したことがないほど厳かで、けれども
気取りのない、空間が提供されていました。
　「図書館は大学の顔である」といった人がいました
が、学術雑誌に関しては近年オンライン化が盛んに
行われ、新規の学術雑誌ではＥ－ジャーナルも珍し
くなくなってきました。最新の学術論文はオンライ
ンで世界同時に読むことができるだけでなく、さら
にAOP（Advanced online publication）で発信され
る論文数も非常に多くなっています。その結果、日々
の研究活動はさらに時間に追われ、図書館へ足を運
ぶ機会は減っているかもしれません。しかしこのよ
うな時代だからこそ、図書館は眼を閉じてゆったり
と考えたいときに、Sterling Memorial Libraryのよ
うに、その空間を提供してくれる場であってほしい
と思います。

（食物学科教授・図書館運営委員）

「図書館と私」
岡　部　とし子
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　附属図書館2階の展示コーナーにおいて、毎年様々
な展示を開催しています。　今回は、12月10日から2
月29日まで、「明治の文豪」－樋口一葉展－と題して
実施しています。　　
　近代以降では最初の職業女流作家であり、短い24

年の生涯の期間に日本の近代文学史に残る作品を残
した明治時代の文豪で知られる樋口一葉を取り上げ
ました。また、ここでは、展示の連動企画として、館報
紙上を使い展示内容についてもう少し詳しく説明し
ていきたいと思います。
　樋口一葉が日本近代文学のなかで最高の位置を
与えられている理由は、「たけくらべ」「にごりえ」

「十三夜」「わかれ道」「大つごもり」の五つの短編小
説を書き、また、数えの十六から晩年にいたる日記を
書き残したからです。
　父・則義が娘の一葉に期待したのは、すぐれた女
流歌人でした。一葉の素志も和歌にあったらしいこ
とは、晩年の日記などからも読み取れます。自分がの
ぞんだように生きてゆくことのできないのが人生の
姿であり、そこに文学の根もあるのではないかと思
われます。

　それでは、一葉の一生と家族について簡単にご紹
介します。

　樋口一葉は、1872年5月2日（旧暦3月25日）午前8時、
東京府第二大区小一区（現千代田区）内幸町一町目一
番屋敷、東京府構内長屋に、樋口則義（東京府少属）と
多喜の次女として出生しました。戸籍名の名前は樋
口奈津といいます。
　父は、幼名大吉といい、甲斐国中萩原村（現・山梨
県塩山市）の農家の出身で、安政4年（1857年）に江戸
に出奔しました。お金をため、慶応3年（1867年）に父
は士族の株を買い、幕臣となり、維新後は、東京府に
勤務しました。
　一葉の上には、長女ふじ、長兄泉太郎、次兄虎之助
がおり、明治７年６月に妹邦子が誕生しました。
少女時代までは恵まれた家庭で、11歳の時（明治16
年）下谷区上野元黒門町にあった私立青海（せいか
い）学校小学高等科第四級を主席で修了後退学をし
ました。
　一葉は、早熟で向学心が強い子どもだったので、父
は、さらに上級に進学させることを望んだのですが、
母は女性に学業は不要との強い意見で一葉は退学し
ました。
　その後、父は、14歳の娘の文才を見抜き小石川安
藤坂にあった中嶋歌子の歌塾「萩の舎（はぎのや）」へ
弟子入りさせて、ここで和歌・書道（千蔭流）・古典
を学ばせました。

特集「明治の文豪」の展示について　− 樋口一葉 展 −

樋口　一葉
「樋口一葉」（新潮社，1992，7刷）より

明治23年９月　女戸主として支えなければならなくなった
一葉。左より妹邦子、母多喜、一葉

「樋口一葉」（新潮社，1992，7刷）より
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　一葉が15歳の時、長兄　泉太郎が肺結核をわずら
い享年23歳で死去、その後，父も事業に失敗し心痛の
ため享年58歳で病死しました。
　長女は結婚しており、次男は、分籍していたため、
長兄の死から数ヶ月後の一葉は、16歳で破産し収入
の跡絶えた一家を支えなければならず、一葉が18歳
の頃樋口家は、本郷菊坂町に移り借家に住みました。
　その頃、萩の舎の姉弟子田辺龍子が坪内逍遥の「当
世書生気質」をまね、女学生の生活を書いた小説「藪
の鶯」が大評判となり、稿料三十三円二十銭を得たこ
とがありました。一葉も小説を書けばお金になるこ
とに強い希望を見出し、筆一本で身を立てようとし、
19歳で東京朝日新聞記者兼専属作家の半井桃水（な
からいとうすい）について、初めて小説の手ほどきを
受けます。ここで、桃水の主宰した雑誌『武蔵野』に小
説「闇桜」がのり、次いで萩の舎の先輩であった田辺
花圃（後の三宅雪嶺夫人）の仲介で、雑誌『都の花』に

「うもれ木」が連載され、これが一葉の出世作となり
ました。
　その後、21歳の７月には、生活苦を打開しようと
吉原遊郭の近く下谷龍泉寺町三百六十八番地へ移り、
荒物雑貨、おもちゃ、菓子などを売る小店を始めまし
た。その年「琴の音」発表。22歳「花ごもり」発表。12
月「大つごもり」発表。23歳「たけくらべ」を「文学界」
に発表。つづけて「軒もる月」「ゆく雲」「うつせみ」「に
ごりえ」「十三夜」随筆「そぞろごと」を発表。24歳に

「この子」「わかれ道」を発表。

「たけくらべ」は、雑誌「めざまし草」の合評欄「三人冗
語」で森鴎外、幸田露伴、斉藤緑雨に絶賛されました。
しかし、24歳4月頃から体に異常がおこり、8月には

一葉の絶望が伝えられました。その年の11月23日肺
結核のため24年間の短い生涯を閉じました。
　一葉の短い生涯を現代に語られてきているのは、
一葉の妹、邦子がすべて一葉の遺品を保存していた
ためと言われています。
　樋口一葉には、常に天才と薄幸の文字がついてま
わりました。一葉が、どんなに悩み、苦しみ、努力を重
ねたか想像を絶するものと思われます。
　当時女性は、何らの社会的地位も権利もなく、封建
的就縛のもとにおかれ、自立の機会さえあたえられ
ませんでした。
　一葉は、過度期の矛盾と苦悩に満ちた時代に身を
おき、現実から逃避することもできず、観念でとらえ
ることもできませんでした。現実をみつめ、小説に社
会と人間の真実の姿を描こうと内面の叫びが聞こえ
てくるようです。
　晩年のわずか14カ月という短期間に代表作を産み
出しています。命をふりしぼって現実に挑んだ一葉、
なんと芯の強い人だろうと思います。
　また、一葉が長く生きることができたならばどん
な作品が生まれ、どんな人生を歩んでいたのかと思
いはめぐります。
　追記・・・一葉という筆名は、当時困窮していた
事（お足が無い）と一枚の葦の葉の舟に乗って中国へ
渡り後に手足を失った達磨の逸話に引っ掛けたもの
と言われています｡
　図書館には多くの一葉に関する書籍があります。
　女流小説家のさきがけとして、生身の一葉の生涯
を感じとってください。

　　　　　　　　（閲覧係チーフ　北原　恵美子）

展示中の本学所蔵
復刻版「たけくらべ」

樋口一葉を紹介した本の一例
「樋口一葉」（新潮社，1992，7刷）より
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はじめに
　本学図書館ではこのたび初めて有料電子ジャーナ
ル購読の契約を結び、2008年度から実際に利用がで
きるようになる予定である。そこでここでは、いち早
く電子ジャーナルという媒体の特徴や利点等をまと
め、利用者のみなさまにお伝えし、みなさまがそれら
への理解を深め、積極的に利用するようになること
を願うものである。

電子ジャーナルとは
　 電 子 ジ ャ ー ナ ル は、Electronic Journal、
E-Journal、Online Journalとも呼ばれているが、『図
書館情報学用語辞典』（第2版　丸善　2002）では、電
子雑誌の項目に以下のように記載されている。「従
来は印刷物として出版されていた雑誌と同等の内容
を，電子メディアを用いて出版したもの．電子ジャー
ナルともいう．電子雑誌では，WWWの利用が主流
となっており，ほかにCD-ROM，全文データベース，
メーリングリストなどが用いられている．」

電子ジャーナルの歴史
　電子ジャーナルの歴史を簡単にまとめてみると
以下のようになる。まず1980年代ころから電子化の
技術が注目を集めるようになった。1990年代前半
にWWWやHTMLといったインターネット技術
が普及し、また世界的なインターネット・インフラ
の整備がなされた結果、ネットワークを経由して出
版社のサーバーから学術雑誌の論文を提供する電
子ジャーナルが現れた。エルゼビア社やシュプリン
ガー社等の出版社がそれである。当初CD-ROMで利
用したものもあったが、次第に現在のインターネッ
ト経由によるものになった。その後多くの出版社が
この電子ジャーナルを採用することとなって現在に
至っている。
このほか、商業アグリゲータと呼ばれる新しいサー
ビスも生まれてきた。この特徴は出版社が限定され
ず、分野や系統でのパッケージ商品が多いため、カ
バーしている範囲が広いことである。ただし、正規購
読とは見なされないため、エンバーゴ（embargo）と
呼ばれる電子ジャーナル掲載禁止期間が出版社から

課されることになる。この期間は雑誌によるが、短い
と１ヶ月、長いものだと1年間電子ジャーナルでの利
用ができないものもある。

電子ジャーナルのメリット
　冊子体雑誌ではなく、電子ジャーナルを購読する
メリットとしては、利用者の立場から考えると、見た
い雑誌が出版・輸送というプロセスを経ることなく、
素早く（世界同時に！）見られることになり、また図
書館の開館時間に関わりなく24時間アクセスできる
ことがまず挙げられる。図書館としても、未着・欠号
等の心配や受入作業から解放される上に、貸出・返
却作業も不要となり、書架・書庫の省スペースも図
ることができる。

電子ジャーナルの問題点
　いいことずくめのように思われる電子ジャーナル
にも問題点がある。私立大学図書館協会にある逐次
刊行物研究分科会がまとめた報告では、電子ジャー
ナルの問題点を3点挙げている。それらを紹介すると
ともに本学での対応等について考えてみたい。
①契約価格の上昇
　近年冊子体（紙媒体）洋雑誌の価格高騰が続いてい
る。為替レートの関係もあると思われるが、このとこ
ろ7% ～ 8%くらいは毎年上昇している。このため電
子ジャーナルも少しずつ値上がりしているとのこと
である。業者によっては、プライスキャップという
価格上昇の上限を定め、それ以上には値上げしない
ということを契約時に取り決めているところもあ
る。他大学の職員からも、近年の洋雑誌の価格高騰に
頭を悩ませているという声をよく聞く。毎年購読雑
誌の見直しをして、しのいでいるのが現状のようで
ある。また、公立大学・私立大学が260校（本学も2007
年度より加盟）加盟している公私立大学図書館コン
ソーシアム（PULC=Private and Public University 
Libraries Consortium）があり、加盟館の担当者が毎
年版元と直接交渉を行い、電子ジャーナルの購読契
約に関して有利な条件を引き出すよう努力を続けて
いる。

電子ジャーナルについてのあれこれ
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②メディアの寿命
　紙が数百年以上の保存に耐えられるのに対して、
例えばCD-ROMやDVD-ROM等のメディアは収め
られている情報は劣化しないかもしれないが、時代
と伴にハードやソフトが変化しているなかで、この
先いつまで利用できるものかは分からない。仮に電
子ジャーナルのデータを保存できても、一度ファイ
ルを作れば済むのではなく、継続的に新しいメディ
アへの更新作業が必要となることを理解しておかな
ければならない。
　エルゼビア社ではオランダ王立図書館等と公式
アーカイブ契約を締結し、エルゼビアのバックファイ
ルを含む電子ファイルを永久に保存することを表明
しており、今後の保存・アクセスの技術の変化に応じ
てファイルの変換等を行っていくとのことである。
③相互協力の問題
　図書館では利用者の求めに応じ、自館にない資
料を他の所蔵館から借り受けたり、コピーを取り
寄せたりしている。また、逆に他の図書館からの
求めに応じることもある。いわゆる相互協力業務

（ILL=InterLibrary Loan）である。電子ジャーナルに
ついては相互協力に関して制限が設けられているこ
とが多い。この制限については出版社ごとに異なるが、
紙に打ち出したものを他の図書館に郵送することは
認めているが、PDFファイル等の電子的フォーマッ
トの送受信は認めていないことが多いようである。
　実際に電子ジャーナルを購読してからのことであ
るが、他の図書館から依頼があった場合を想定し、事
前に相互協力に関する制限をタイトルもしくは出版
社ごとにまとめておき、契約違反にならないように
努めなければならない。

その他の問題点　
　上記以外にも電子ジャーナルならではの問題点が
いくつか考えられる。
①購読を中止したあとの利用はどうなるか。
②�利用者がいつでも快適にアクセスできる環境を整

えられるか。
　①については、まず購読期間中のアクセスについ
てエルゼビア社では以下のようになっている。2008
年度から契約の場合、2004年から2008年最新号まで

（契約年+直近4年）のものにアクセス可能となる。以
降購読期間が増えていけば、スタート年は2004年の

ままでアクセスできる年数が累積していくことにな
る。これを例えば2009年度以降は購読中止とした場
合、冊子体を購読しているものは2004年から2008年
までのアクセスが保証されるが、冊子体を非購読の
ものはアクセスができなくなる。また、エルゼビア社
との電子ジャーナル契約をすべてキャンセルした場
合、基本的にはすべてのアクセスができなくなるが、
別途契約で過去に購読したタイトルへのアクセスが
可能となる。年間アクセス料金は、過去1年間のフル
テキスト利用件数×9.04円（2007年6月現在）となっ
ている。
　②については、ネットワーク環境を整えておくこ
とがまず要求されるが、図書館業務に関係すること
でいえば、電子ジャーナルではパッケージによって
はかなり多くのタイトルを収めているものもあり、
それを管理する手間がかかることがある。最近では
電子ジャーナル提供の窓口を一元化し、パッケージ
をまとめて登録でき、リンク先の更新を自動化する
ことによりメンテナンスの軽減を図るリンクツール
が出されている。そのツールを利用すれば利用者は
本学図書館のホームページから利用したいジャーナ
ルに容易にアクセスできるようになる。またもっと
高機能なものはデータベースなどの二次情報の検
索結果からも電子ジャーナル、OPAC（所蔵検索）、
ILL申込みなどへナビゲートする機能が付いている。

おわりに
　図書館の利用度を見る指標として入館者数や貸出
冊数がよく挙げられるが、電子ジャーナルに関して
いえば、図書館に足を運ばなくても、貸出を受けなく
ても利用可能であるため、今後増加が予想される電
子ブックとともに、利用が多ければ多いほど入館者
数も貸出冊数も減少してしまうという何とも矛盾し
た現象が起こることが予想される。図書館側として
は電子化された資料へのアクセス数も入館者数と見
なすか、また別の方法で本来の入館者数を増やすこ
とを考えていくのか、選択を迫られることにもなり
そうである。　

【参考文献】
私立大学図書館協会東地区部会研究部逐次刊行物研
究分科会「電子ジャーナル入門」（私立大学図書館協
会会報　No126  2006.9　p90-97）

　　　　　　　（マネージャー　小田切　良友）
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平成19年度　主要購入資料紹介⑵
　平成19年10月以降の図書館運営委員会において、
購入決定された資料の中から紹介します。
　今回は、DVD資料のみの推薦となりました。

* 大日堂舞楽（DVD）　	 紀伊国屋書店
　大日堂は今からおよそ1300年前から大日霊貴神社

（おおひるめむちじんじゃ）（通称：大日堂だいにち
どう）に伝わる古典舞楽で、国の重要無形民俗文化財
に指定されています。大日堂舞楽は、わが国に現存す
る舞楽の中でも最も古い形が伝えられ、他に類を見
ないものであると高く評価されています。卒論で冬
祭り等の民俗芸能をテーマにしている学生にとって
も参考となると言うことで、推薦された資料です。　

* 目で見る老年看護学（DVD、全 7 巻）
医学映像教育センター

　このシリーズは、看護基礎教育において人間を発
達段階（加齢）と健康レベルから理解し、看護を実践
するための基礎知識を段階的かつ系統的に学べるよ
う解説したものである。高齢者臨床医学の、講義では
説明しきれない実際の看護について学ぶために必要
と言うことで推薦されました。現在3巻までが発行さ
れていて、来年にかけて続刊される予定です。

　このほか、新規に購読が決定された雑誌が多くあ
ります。そのタイトルをご紹介します。
　心理学研究、ランニング学研究、月刊ＨＡＣＣＰ、
月刊食と健康、Ｗeb Designing、Ｗeb creators 、
Web Site Expert、+DESIGNING、DTP WORLD、
ART iT、 日経ネットマーケティング、日経BP
ガバメントテクノロジー、WEB FLASH、Ｗeb 
strategy、 Inter communication、STUDIO VOICE、 
Hacker Japan、ネットランナー、d long life Design、 
宣伝会議、広告、経済セミナー、運輸と経済、組織科学、
マーケティング・サイエンス、季刊マーケティング・
ジャーナル、月刊ＰＲＩＲ（プリール）
　以上は、2008年分より購入いたします。
　また、日経MJ（流通新聞）が新たに加わり日刊
新聞は10誌となりました。週三回（月水金）の発行で、
12月からの購読となります。

　文化庁主催による「平成19年度図書館等職員著作
権実務講習会」が12月18日から12月20日の３日間、国
立青少年教育振興機構国立オリンピック記念青少年
総合センターで開催されました。
　本講習会は、北海道から沖縄までの全国の会場で
開催されており、受講者総数は560名で、私の受講し
た会場の国際交流棟国際会議室では250名の受講者
でした。
　講習会場は，著作権実務に関する講義を真剣なま
なざしで聞き入る受講者の熱気で溢れていました。
　１日目の講義内容は著作権法概論で、「著作物、著
作者、権利の内容、著作隣接権、保護期間、条約、登録、
著作物の利用、権利侵害」について学びました。
　２日目は、「著作権の制限、図書館資料の複製等、
視聴覚資料の利用等」について講義を受けました。
　最終日は、著作権実務演習として、「質疑応答」と

「演習問題」が実施されました。
　また、最後の質疑応答の中で、最近の著作権に係わ
る疑問点を確認することができました。
　私の疑問点とは、本館の来館者である学生の行為
で気になっていた、カメラ付き携帯で資料を撮影す
ることに関する著作権への違法性と防止についての
対策です。
　この行為自体は、私的使用のため複製にあたり、著
作権法上は問題ないのですが、これはモラルの問題
なので管理上の立場から、図書館内への携帯電話の
持ち込みを禁止するなどの措置ができることを確認
しました。
　この他にも著作権に関する活発な質疑応答が行わ
れ、学ぶことが多い講習会でした。
　今回、著作権実務講習会に参加し、大学図書館のは
たす役割と利用者が満足するサービスの提供につい
て考えるのと同時に図書館内の資料が持っている
“権利者の立場”について改めて考えさせられました。
また、それと同時に、いかに著作権が複雑であるかと
いうことを実感いたしました。

　（閲覧係チーフ　北原　恵美子）

著作権実務講習会に参加して
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図書館に関する会議
　平成19年10月より12月までの期間に、学内で開催
された図書館関係会議の議題は次の通りです。

＜図書館運営委員会＞
◇�平成19年度の委員　渋谷嘉彦（招集者・館長）、武

田早苗（日本語日本文学科）、廣川紀子（英語英米文
学科）、平田秀光（人間社会学科）、岡部とし子（食物
学科）、田中みなみ（メディア情報学科）、杉元葉子

（生活造形学科）、鈴木洋一（食物栄養学科）、小田切
良友（マネージャー）、安松潤治（調査役・総務）、北
原恵美子（閲覧係チーフ）（敬称略）

◇第４回委員会  10月11日（木）
　⑴2008（平成20）年度予算要求重点項目について
　⑵洋雑誌講読見直しについて
　⑶新規購入雑誌の選定について
　⑷購入資料の選定について
◇第５回委員会　11月1日（木）
　⑴2008（平成20）年度予算要求について
　⑵図書館の中期的ビジョンについて
　⑶購入資料の選定について
◇第６回委員会　12月6日（木）　　　　　　　　
　⑴図書館の中期的ビジョンについて

＜館内会議＞
◇�第５回（10月2日）：①2008（平成20）年度図書館予

算重点項目について②購読雑誌の見直しについて
③図書館運営委員会に向けて◇第6回（11月6日）：
①2008（平成20）年度図書館予算要求について②
中期的ビジョンと人的資源の確保について◇第7
回（12月4日）：①中期的ビジョンに基づく実施計
画について②図書館運営委員会に向けて
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夢十夜　夏目漱石　岩波文庫　081/I/11－9
　こんな夢を見た。……自分の目の前で静かに死ん
でいく女、侍なら悟れるだろうと挑発してくる和尚、
眼が潰れた我子を背負う父、家は臍

へそ

の奥だと言う翁、
鶏が鳴くまでに女を呼ばねばならない虜

とりこ

、仁王を彫っ
てみようと試みる男、何処へ行くのか分からない大き
な船、白い着物を着た大きな男に髪を切られる旦那、
帰ってこない父を待つ母、往来の女の顔を眺める好
男子。
　『夢十夜』は、一夜（話）約４頁前後で十の夢が語
られる、明治に書かれた夏目漱石の短編小説である。
明治の作品であるが、平成に生きる我々が一人で読
める程度だ。『夢十夜』とあるように、もちろん内容
は夢である。奇怪で不気味なのに、不思議とすっと
夢の話に入り込むことができる。貴女も肩の力を抜
き、固い頭をほぐして理解しようとはせずに先ずは
読んでみてもらいたい。
　こんな夢を見た。……貴女が図書館で夏目漱石の

『夢十夜』を手に取る姿を。
（日本語日本文学科・２年　麻生みずほ）

容疑者Xの献身　東野圭吾　文藝春秋　913.6 H
　学生時代に「天才数学者」の異名をとった男・石
神は、家庭の事情により数学の研究者になる事を諦
め、高校で数学の教師をしていました。数学に関す
る事以外に興味をもてなかった彼は、隣室に住む花
岡靖子に淡い恋心をいだくようになります。
　ある日、花岡靖子と娘・美里の前に元夫・富樫慎
二があらわれ、離婚した後も何かと付き纏ってくる
元夫の暴力に耐え切れず殺害してしまいます。自首
か隠蔽かを迫られた２人の前にあらわれた石神。殺
害してしまった事に気づいた彼は彼女達を守る為に
一つの完全犯罪を目論む事になります。
　今秋から冬にかけてTVドラマ化されていた「ガ
リレオ」の原作第３弾です。天才物理学者・湯川が
警察の草薙とともに不可解な事件を科学的に解決し
ていく推理小説で、第３弾では湯川が科学的な面か
ら事件に挑むだけでなく、数学をからめたトリック
や登場人物達の心理描写は奥がふかくて読みやすい
１冊になっています。ぜひ手にとって読んでみてく
ださい。	 （閲覧係　奥山直子）


